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犯罪琴議霧鰯講座鰯
’

）犯罪被害者支援公開講座を開催しました
－

平成26年5月31日（土)、山口県セミナーパークにて、犯罪被害者支援公開講

座を開催いたしました。

本年度は講師として少年犯罪被害当事者の会代表武るり子さんをお迎えしました。

この公開講座は平成26年度被害者支援員養成講座の第一回入門講座となっており

ます。
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犯罪被害者支援員養成講座開講

平成26年5月31日（土）～平成26年8月22日（金）に、被害者支援員養成

講座を開講し3名が修了しました。
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丘’興層

《講座を終えて》

今まで、事故や事件の報道を見聞きするたびに、加害者に対する怒りと被害者への

気持ちが交錯していく中で、特に犯罪被害者に対しては、突如理不尽なかたちで辛い

状況に置かれてしまっても、社会から充分な扱いがなされていないのではないかと、

いつも心の中はモヤモヤした気持ちでいっぱいでした。

そしてこの度、関係者との縁で、この講座を受けることになりました。日程表を；そしてこの度、関係者との縁で、この講座を受けることになりました。日程表を見て、大変そうだなあと思う反面、多彩な講

師陣の講義を受けることが出来るとあって、意気揚々と臨みましたが、時には想像を超えた現実に耳を塞ぎたくなるような時も

ありました。と同時に大変なところに足を踏み入れてしまったことへの後悔で葛藤していた時期もありました。

しかし犯罪被害者の深い心の傷や、社会の根深い偏見という不条理に対して、少しでも自分に出来ることがあれば役に立ちた

いと思うようになりました。特に講座を終えて強く思ったのは、虐待や暴力の被害にあった女性や幼い子供たちに謙虚な気持ち

で寄り添っていければいいと思っております。《礒金裕子》

蔑平成26年度通常総会開催され

平成26年度通常総会を6月18日（水）山口被害者支援センターにおいて開催いたしました。

<新役員紹介〉

所属団体名

(一社)山口県医師会副会長

(社会福祉法人)山口県社会福祉協議会会長

(一社)山口県損害保険代理業協会会長

(公社)山口県歯科医師会

山口県弁護士会犯罪被害者支援センター委員長

山口県臨床心理士会被害者支援担当幹事

(国立大学法人)山口大学教育学部

吉海博文税理士事務所税理士

元山口被害者支援センター理事
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<事業報告〉平成25年4月1日～平成26年3月31日
相談受理・支援状況

昨年度中の相談受理及び直接支援関係は次表のとおりです。

直接支援関係相談受理関係

相談種別 州
－
４
’
０
’
９

支援内容

警察関連支援

裁判関連支援

検察庁関連支援

行政窓ロへの付き添い支援

病院付き添い

自宅訪問支援

宿泊施設提供支援

その他の支援

合計

件数
一

1殺人（傷害致死）

強盗（致死傷） 柘
一
０
’
３

強姦強姦

強制わいせつ 卵
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その他の性犯罪

暴行・傷害

2

3

その他の身体犯 0

交通死亡事故

交通事故

財産的被害

DV

ストーカー

虐待

その他

合計
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<会 計〉

収入の部（収益を除く） 支出の部（収益を除く） 単位：円
ﾛ

勘定科目 25年度’26年度予算 勘定科目 25年度26年度予算

6,481,2325,286,500

3,966,4733,155,000

1,516,5144,828,875

会費収入

委託事業収入

2,503,000 事業費

管理費

予備費

当期支出合計

1,300,000 5,286,500

6．958．430 3,300,000 3,966,473

寄付金収入 4,280,160 1,705000

事業収入 0 0 11.964,269 13,270,375

雑収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

次期繰越収支差額1,330

13,742,920

5,204,224

18.929,144

500

6,305,500

6,964,875

13,270,375

6,964,875

18,929.144

0

13,270,375支出合計

今年度は平成25年度事業報告・収支決算報告、平成26年度事業計画（案）・事業収支予算（案)、役員の改選を主な議案とし

て開催されました。

平成26年度予算は、平成26年10月に一般社団法人移行するため、半年分となっています。
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それぞれ広報活動をしてき

ました。
広報啓発活動
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H26.830サンビーム柳井

人権ふれあいフェステバル~、
H26.510山口きらら博記念公園多目的ドーム

山口県髻察視閲式
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~、 H26.9.21維新百年記念公園野外音楽堂

髻察音楽隊ビッグシェルコンサートH26.5.11山口市民会館大ホール

雲察音楽隊特別演奏会
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一犯罪被害者等相談窓口担当者研修会開催

一
一

8月29日、山ログランドホテルにて、県委託の犯罪被害者等窓口担当者

研修を開催いたしました。

市町職員、県職員、当センター支援活動員等約30人が参加。

はじめに、公益社団法人被害者サポートセンターおかやま理事で弁護士の

高原勝哉氏より「犯罪被害者がおかれている状況と行政の役割」と題して、

午後からは、犯罪被害者遺族の武るり子さんの「人の命を奪うのも人を救う

のも人なんです」と題してご講演いただきました。

高原先生は、民間だけでは支援はできない、市町、民間、警察、病院等が

連携してこそ支援ができるという他機関との連携の必要性をお話されました。

武さんは、突然被害に遭うということがどういうことなのか、被害者のお

かれている状況など切々と語られました。

参加者からは、両講師ともなかなか聰＜ことができないお話しで大変良

かったとのお声をいただいております。

１
１窯藤顛霧蔭鑓襄穂薑襄逼薗議薑鱈璽l蕊塞

平成26年11月30日（日）13時から16時まで、平成26年度犯罪被害者週間行事を山口県周南総合庁舎さくらホール

で開催いたします。

「命の大切さを学ぶ教室」作文表彰、講演、髻察音楽隊の演奏、FM山口新井道子さんによる手記の朗読等が予定されてお

ります。

また、少年犯罪被害当事者の会の一井彩子さんをお迎えしてご講演いただきます◎今一度、地域社会全体で少年犯罪につ

いて見つめ直す場となることを願っています。お手伝いできる方、是非よろしくお願いいたします。詳しいことは事務局まで。

山口被害者支援センターは

特定非営利活動法人(NPO)から一般社団法人に移行しました
ー

当センターは現在、NPO法人から更なる社会的貢献を担うため、公益法人化へ向け

作業を進めているところです。

この過程として、本年10月1日にNPO法人から一般社団法人へ移行いたしました。

皆様方には法人移行に対しましてのご理解をいただき、引き続き当センターの活動に

ご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

編集･発行一
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全国被害者支援ネットワーク加盟・民間支援組織

鰯蝋請指定”罪被害者等早期援助団〆
山口被害者支援センター
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〒754-0002山口市小郡下郷1560-21

TEL/FAX:083-976-5152

E-mail:yvsc@bzO4.plala.or.jp

HP:http://www.vs-yamaguchi.net
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